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◆ 通年採用や卒業後３年以内の新卒扱い 
◆ギャップイヤーの普及促進 

３．新成長戦略の実行加速と強化・再設計 
分厚い中間層の復活：我が国経済社会を支える人材の育成 

 ＜産学の連携・協力の下、人材育成システムを再設計＞ 
働くことへの理解を深め、社会を生き抜く基礎をつくる 

人材の底上げとグローバルな高度人材の育成・確保の両面から取り組む 

◆ 高等教育機関の国際化 
◆外国人留学生等の受入や 
 若者の留学の促進 

企業の採用慣行改革の促進 

◆ 産学官が連携した職業教育や職業訓練 
 の強化 
◆実践的な職業能力評価の仕組みの導入 

人材の底上げ 

成長分野等の人材育成 

グローバルに通用する
高度人材育成・確保 

企業の人材ニーズと大学等の教育に
ミスマッチ 

若者を中心に能力の蓄積が図られず
非正規雇用に固定化 

◆初等中等教育・高等教育で職業に関する教育 
 を強化・充実（社会を生き抜く力の養成など） 
◆ 教育と職業の円滑な接続 

働くことへの知識を得て理解を深める 

http://matome.naver.jp/odai/2128980081653713201/2128980310453757303
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３．新成長戦略の実行加速と強化・再設計 
分厚い中間層の復活：持続可能で活力ある国土・地域の形成 

環境や防災等の課題に的確に対応して生活空間の魅力を高める。 
コミュニティに支えられた豊かな地域づくりを実現。 

人口構造
の変化 

高齢化 

情報通信 
技術の発達 

＜災害対策＞ 
 災害に強い国土・地域づくり等の推進 
 東京圏の中枢機能のバックアップ 

＜都市部＞ 
 都市における防災、 
   環境性能の向上 

＜地域社会＞ 
地域活性化総合特区の活用 
地域資源の活用、域内循環 

 低炭素・循環型の持続可能な社会の実現 
 都市・農山漁村の交流促進 
 「新しい公共」を活かした公共空間の再生 
 「環境未来都市」構想の推進 
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３．新成長戦略の実行加速と強化・再設計 
世界における日本のプレゼンス強化 

MADE IN  

JAPAN 

日本 

 国際機関に勤務する邦人職員の増強 
 日本食文化の無形文化遺産への登録 
 日本ブランドの再構築 
 グリーン経済への移行における貢献 

日本の 
イメージ・ 
認識の向上 

 強靭なインフラの整備 
 途上国等の経済を支える人材の育成 
 基礎教育支援を通じた人材基盤の拡大 
 保健・医療・衛生改善、防災対策支援 
 農業・食料分野での支援等 
 

人間の 
安全保障の 
実現 

「内向き志向」からの脱却を図り、国際貢献・国際協力を推進。  
世界におけるインクルーシブな成長を通じ、人間の安全保障を実現。 
国際機関等の日本人増強、世界の人々が持つ日本のイメージを向上。 

http://officeimg.vo.msecnd.net/en-us/images/MH900441783.jpg
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４．新たなフロンティアに向けて 

「希望と誇りある日本」を築き上げていくため、 
中長期的に目指すべき方向性の提示を検討する。 

 自由貿易の拡大 
 機能的で効率的な都市 
 国際競争に打ち勝つ人材 

 自律循環型の経済圏 
 住みやすく暮らしやすい 
   地域社会 
 居場所と出番のある社会 

フロンティア 

分科会 
中長期的な方向性を検討 


